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第37号
行所　松之山町役場

字は佐藤町長
刷
市

発餐

題

印

高旺

　
昭
和
四
十
五
年
度
の
松
之
山

町
の
事
業
と
予
算
を
た
て
る
議

会
は
三
月
十
日
、
十
一
日
、
十

二
日
の
三
日
間
町
役
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
第
一
日
目
は
、
佐
藤
町
長
か

ら
こ
と
し
の
重
点
事
項
と
し
て

中
学
校
統
合
に
伴
う
寄
宿
舎
の

新
築
、
町
営
プ
ー
ル
建
設
を
は

じ
め
引
き
続
き
道
路
改
良
、
観

光
開
発
事
業
に
、
頃
点
を
お
い

て
ゆ
き
た
い
な
ど
、
こ
と
し
の

施
政
方
針
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
一
般
会
計
予
算
案

国
保
事
業
会
計
壬
算
案
な
ど
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

田市あかつぎ印刷所
　T　E　L　（代）④2877

　
　
　
　
　
昭
和
4
5
年
度
予
算
成
立

　
第
二
日
は
一
般
質
問
に
う
つ

久
保
田
勢
策
、
村
山
正
民
、
滝

り
、
樋
晟
夫
、
南
雲
終
治
、
π
重
介
氏
の
弊
、
佐
藤
町
長

米
の
生
産
調
整
目
標
示
す

　
　
　
　
農
家
の
自
主
的
な
協
力
に
ま
つ

　
松
之
山
町
米
生
産
調
整
協
議

会
第
一
回
目
の
会
合
は
、
三
月

二
十
六
日
開
か
カ
ま
し
た
。

一
　
こ
の
協
議
会
は
、
農
業
団
体

㎜
代
麦
、
議
会
代
麦
な
ど
十
八
名

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
県
か
ら

の
施
政
方
針
に

っ
い
て
質
問
が

お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
質
問
に
立
っ

た
五
氏
は
、
質

問
の
中
で
、
い

づ
れ
も
米
作
減

反
規
制
の
こ
と

を
と
り
あ
げ
そ

の
対
策
を
た
ず

ね
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
つ
い

て
佐
藤
町
長
か

ら
「
情
勢
上
や

示
さ
れ
た
米
の
減
産
目
標
を
ど

う
す
す
め
た
ら
よ
い
か
、
を
協

議
す
る
も
の
で
す
。

当
日
会
議
で
は
、
県
か
ら
示
さ

れ
た
調
整
目
標
（
減
反
目
標
）

・
む
を
得
な
い
の
で
一
応
末
端
ま

で
目
標
を
示
す
が
強
制
は
し
な

い
つ
も
り
だ
」
と
い
う
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
第
三
日
目
は
一
般
会
計
、
国

保
会
計
を
中
心
に
各
項
審
議
が

あ
り
採
決
の
結
果
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
同
時
に
提
案
さ
れ
た
特

別
職
、
議
員
報
酬
改
正
案
な
ど

も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。に

つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
そ
の

一
取
扱
い
を
き
め
ま
し
た
。

一
　
県
か
ら
示
さ
れ
た
七
千
九
百

㎜
四
十
皿
ア
ー
ル
　
（
七
十
九
町
四

皿
反
）
二
百
七
十
八
ト
ン
　
（
四
千

ユ　
六
百
三
十
三
俵
）
に
つ
い
て
部

一
落
別
個
人
別
に
目
標
を
示
し
て

一
一
協
力
を
仰
ぐ
が
、
こ
れ
は
あ
く

『
で
農
家
の
皇
的
な
協
力

．
に
ま
つ
も
の
で
強
制
す
る
も
の

一
　
、

で
は
な
い
　
と
い
う
も
の
で
す
。

　
部
落
別
調
整
目
標
数
字
は
別

』
項
の
と
お
り
、
四
月
四
日
の
部

落
総
代
会
で
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
奨
励
補
助
金
は
農
業
共

済
の
引
受
基
準
収
量
に
よ
っ
て

算
定
さ
れ
、
松
之
山
町
十
ア
ー

ル
当
り
平
均
は
三
百
五
十
㎏
×

八
十
一
円
闘
二
万
八
千
三
百
五

十
円
と
な
り
ま
す
。

（
写
真
は
3
月
10
日
の
議
場
）

　
特
別
職
報
酬

　
　
　
　
　
引
き
上
げ

　
特
別
職
の
報
酬
は
つ
ぎ
の
と

お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
十
万
五
千
円
、
助
役
九

万
円
、
収
入
役
八
万
八
千
円
、

議
長
二
万
三
千
円
、
副
議
長
一

万
六
千
円
、
常
任
委
員
長
一
万

五
千
五
百
円
、
議
員
一
万
五
千

一
円
、
教
育
長
七
万
五
千
円
、
以

上
は
月
額
。

　
所
得
税
率

　
　
　
　
』
引
き
さ
げ

　
　
　
　
0

　
町
民
税
の
所
得
割
税
率
は
、

い
ま
ま
で
地
す
べ
り
復
旧
な
ど

の
た
め
百
分
の
三
を
徴
収
し
て

い
た
が
こ
と
し
は
こ
れ
を
百
分

の
一
丁
五
と
し
、
百
分
の
○
・

五
引
き
下
げ
ま
し
た
。

　
な
お
こ
の
税
率
は
明
年
度
更
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

に
○
・
五
を
引
ぎ
下
げ
標
準
税
一

　　翻轡騨夢騨轍

生産調整部落別目標
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虫
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ス
9
＆
歌
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a
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a
7
，
a
5
，
7
，
4
・
へ
禽
a
a
＆
絃
生
a
銭
乳
気
凱
3
生
5
＆
ス
ー
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瓦

整
…
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l新 田 12璽2 4，246
上　　ノ 山 64 a297
湯　之 島 367 1銭543
中　立 山 227 7，545

田　麦 立 218 気049
月 池 240 凱860
坂 中 95 3，526
山
朋 田 137 生645
樋 田 147 5037
北　浦 田 232 ＆097
西　之 前 194 ス645
黒 倉 327 11，674
中 原 35 1，060

ム
ロ 計 Z941

　　1
27絃028

れ
ま
し
た
。

　
町
長
や
来
賓
の
言
葉
に
励
ま

さ
れ
た
就
職
者
七
十
一
名
の
表

情
は
極
め
て
明
る
く
、
な
か
に

は
サ
イ
ン
帳
を
持
ち
出
し
て
佐

藤
町
長
を
あ
わ
て
さ
せ
る
一
幕

も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
一
同
は
二
十
三
日
午
前
十
時

直
江
津
を
出
発
、
午
後
三
時
す

．
ぎ
に
は
上
野
駅
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
に
引
き
と
ら
れ
て
ゆ
き

ま
し
た
。

　
　
こ
と
し
の
中
卒
者
総
数
は
百

六
十
九
名
で
こ
の
う
ち
九
十
六

名
は
高
校
進
学
、
七
十
一
名
が

就
職
、
在
家
庭
数
二
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。
金
の
卵
と
い
わ
れ

て
い
る
就
職
者
の
職
業
別
は
あ

ら
ま
し
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て

　
い
ま
す
。

　
紡
績
女
工
十
八
、
調
理
見
習

男
九
女
五
、
大
工
見
習
男
六
、

部　落　名 調整面積
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山
口
間
山
梨
谷
戸
手
手
山
本
越
島
坪
倉
尾
川
池
池
平
野
倉
山
原
根
田
山
島
山
立
池
中
田
田
田
前
倉
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ビ
子

　
之
　
　
　
　
　
荒
川
川
　
　
水
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
エ
十

　
松
兎
光
新
水
小
大
下
上
湯
湯
天
天
中
藤
中
東
上
下
五
坪
赤
東
藤
曽
新
上
湯
中
田
月
坂
崩
樋
北
西
里
中

率
百
分
の
二
に
す
る
こ
と
が
ぎ

ま
り
ま
し
た
。
な
お
税
率
引
き

さ
げ
に
よ
る
減
収
は
お
お
む
ね

百
五
十
万
円
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
，

難雛

雛

辮
　
　
　
　
七
十
一
名
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ご
ノ
ド

　
　
　
囎
い
蔓
珊
智
“
誓
穐
帰
．
．
託
弩
い
疏
．
巽
2
凶

　
三
月
十
九
日
、
中
卒
就
職
者

・
め
激
励
会
が
町
役
場
で
開
催
さ
』

　
　
　
　
’
F
臥
墜

・
小
売
店
員
男
二
女
一
、
看
護
婦

㎜
見
習
女
三
、
薬
品
工
場
女
三
、

バ
ス
車
掌
二
、
電
気
部
品
工
場

男
一
、
女
一
、
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
（
写
真
は
就
職
者
の
出
発

　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
で
）

一
一
交
通
災
害
共
難
』

ことしの主な事業

　
度
入
籟
醐

　
ー
ヴ
ヤ

普通建設事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位千円）

　　　　　　　　　　　　　　　　財　　　　源　　　　内　　　　　訳

事　業　名　金額騨支出飛方債負担金隔諏碗桝備考

与贈理（下健他）　667　　，i　　6675Dヘクターノ
≧山簡水応急対策事業　　1，000　　　　　　　　　　1　　　　　　1，000

庭対策事業　　　　　　　1　3，893　1，979　　　　　　　　　　　　　　　　　1，914　13人

直供給センター補助　　　　600　　　　　　　　　　　　　　　　　600総工費600万

見模草地改良事業　　　　1，097　822　　　　　　　　　　　　　2753ヘクター・

新年度予算の内容

出歳

牧場整備事業 2，102 202 1，900 牧道

公団造林整備事業 768 768 月池上エビ池

坪野地区分収造林事業 849 400 “9 3ヘクタール

木道新設改良事業 15，810 10，080 2，100 2，982 648 上エビ池

農免農道負担金 3，963 1．3麗 2，581

県単山村振興特別事業 8，587 5，152 3，435 橋詰金畑線

県単農業基盤整備事業 12，500 4，375 6，250 1，875 東川西之前

松之山温泉駐車場建設事業 2，000 500 1，500 温泉入口埋立

スキー場整備事業 1，000 1，000 買収費含む

道路新設改良事業 6，345 1，500 4，845 東川地区他

県道改良負担金 4，435 4，435

除雪ブルドーザー購入事業 6，000 3，000 1，000 2，000 スタノダードー台

辺地対策事業 3，680 3，000 680 山田橋

町道改良（県自治振興資金〉蝶 3，635 2，500 1，135 坪野地内

県単産山村振興事業 7，624 3，717 3，200 707 三桶橋

・丁搬消防ポンブ購入事業 800 200 600 2台

肖防水槽新設事業 goo 250 250 400 2基

肖防積載車購入事業 1，300 300 500 500 2台

浦田小学校プール浄化設備 3，510 3，510

1・学校無人化施設 1，200 480 720 2校

松之山中学校校舎増築（統合） 25，875 10，350 7，500 8，025 鉄筋3階

松之山中寄宿舎新築厩合） 51，860 18，150 18，000 15，710 鉄筋100人収容

中学校無人化施設 600 240 360 1絞

町営ブール建設事業 12，930 800 6，500 1，600 4，030 大人幼児用

換地，，乎価事業 840 108 732

農地災害復旧事業 867 722 145

合　　　　　　　計 187，237 61，827 碍，800 14．1脳 3，850 768 62，798

　　国民健康保険事業予算
歳　入）　　　　　　　　　　　　　　　　（単位千円

款 本雛 前年度 比較 構成比

L国民健康保険税

2．一部負担金

3．国庫支出金
4．県　支　出　金

5，財　産　収　入

6．繰　　越　　金

7．諸　　収　　入

29，218

24，001

39，838

　　1

　422

　　1

　　3

23，406

21，306

35，477

　　1

　675
2，000

　　3

5，812

2，695

4，361

　一
△253
△1，999

　｝

31．26％

25．67

44．62

　　－

0．45

　　一

　一
歳　入　合　計 93，484 82，868 10，616

1

2
3
4
F
D
、

6

7

（単位千円）（歳　出）

本年度 前年度 比　較 構成比款
予算額 予算額 一

1．総　務　費 4，150 3，896 257 3，109 1，041 4．44％

2．保険給付費 也，023 72，490 9，533 35，9偽 46，118 87．74

3．保険施設費 2，2肥 1，299 9別 324 1，959 2．44

4．基金積立金 401 653 △　　252 一 401 0．43

5，公　債　費 330 380 ｝ 一 380 0．41

6．諸支出金 3，380 3，0萄0 300 500 2，880 3・61

7．予　備　費 867 1，073 △　　206 一 867 0．93

歳出合計 93，4桝 盤，868 10，616 39淘38 闘，6筍

2

3

4

5

6

7

一99一
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難
榮
藤
翻
翻
翻
羅
㈱
㎜
㈱
難
。
・
。
・

灘　
　
米
の
生
産
調
整
目
標
な
ど
示
す

　
四
月
四
日
午
前
九
時
半
か
ら

新
年
度
部
落
総
代
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　
佐
藤
町
長
か
ら
昭
和
四
十
五

年
度
の
重
点
施
策
な
ど
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
た
の
ち
、
米
の

生
産
調
整
目
標
が
示
さ
れ
、
農

家
の
自
主
的
な
協
力
要
請
が
な

さ
れ
た
。
　
（
目
標
は
別
項
）

新
部
落
総
代
ぎ
ま
る

　
新
年
度
の
部
落
総
代
氏
名
は

つ
ぎ
の
と
お
り
。

　
松
之
山
山
岸
繁
勝
・
兎
口
樋

口
秀
雄
・
光
間
小
野
塚
信
忠
・

新
山
山
岸
定
佐
久
・
水
梨
和
久

井
茂
正
・
小
谷
若
井
新
作
・
大

荒
戸
高
沢
満
・
下
川
手
柳
久

作
・
上
川
手
村
山
恒
巨
・
湯
山

樋
口
吉
次
・
湯
本
小
野
塚
与
一

天
水
越
佐
藤
重
竜
・
天
水
島
高

橋
忠
正
・
中
坪
小
野
塚
袈
裟
松

・
藤
倉
丸
山
利
雄
・
中
尾
高
梼

伝
三
郎
・
東
川
小
野
塚
政
栄
・

上
エ
ビ
池
小
野
塚
熊
男
・
下
エ

ビ
池
鈴
木
正
一
・
五
十
子
平
涌

井
正
二
・
坪
野
福
原
輝
吉
・
赤

倉
村
山
清
・
東
山
渡
辺
順
丁
藤

原
久
保
田
勇
・
曽
根
丸
山
正
司

・
新
田
丸
山
藤
五
郎
・
上
の
山

佐
藤
浩
二
・
湯
の
島
本
山
房
太

郎
・
中
立
山
佐
藤
良
一
・
田
麦

立
本
山
勇
・
月
池
保
坂
喜
典
・

坂
中
田
中
新
太
郎
・
崩
田
保
坂

勇
・
樋
田
南
雲
芳
郎
・
北
浦
田

田
中
幸
雄
・
西
之
前
南
雲
喜
三

郎
・
黒
倉
布
施
孫
一

投
票
で
き
め
る
が

　
一
番
多
い

総
代
は
ど
う
し
て
き
め
る

　
過
そ
、
出
稼
な
ど
で
、
毎
年

ど
こ
の
部
落
で
も
総
代
を
き
め

る
に
ひ
と
苦
労
す
る
の
が
実
情

で
あ
る
。

　
町
役
場
総
務
課
で
、
こ
の
ほ

ど
部
落
総
代
を
ど
う
し
て
き
め

て
い
る
か
を
調
査
し
た
と
こ
ろ

つ
ぎ
の
結
果
が
出
た
。

一
、
総
会
で
投
票
に
よ
っ
て
き

　
め
る
十
一
部
落

二
一
、
総
会
で
選
考
委
員
を
え
ら

　
び
そ
こ
で
人
選
し
て
き
め
る

　
九
部
落

　おそい春〃

このほど松之山、浦田間の道路除雪が終り4月4日兎ロ線のバスが開通しおそい

春の訪れをっげた。3月下旬再び雪に見舞われ26日4mの最高…積雪を記録、こ

の異常気象で農作業の遅れが心配されている。

，
三
、
総
会
で
何
人
か
の
総
代
候

　
補
者
を
ぎ
め
て
お
き
、
そ
の

　
人
達
が
順
次
担
当
す
る
八
部

　
落
四
、
各
班
毎
に
も
ち
よ
り
で
き

　
め
る
八
部
落
。

五
、
部
落
内
順
番
で
担
当
す
る

　
　
一
部
落

『

犬
を
飼
う
方
は
、
毎
年
登
録
を

う
け
る
こ
と
、
狂
犬
病
の
予
防

注
射
を
春
秋
2
回
う
け
る
こ
と

必
ず
つ
な
い
で
飼
う
こ
と
を
、

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
近
放
し
飼
い
の
犬
が
数
多
く

見
う
け
ら
れ
ま
す
。
犬
を
飼
う

人
は
規
則
ど
お
り
に
他
人
に
迷

惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
飼
っ
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※
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紫竃蓄
認疑釜簾欝鶏転

　
・
　
％
ξ
・
気

　
　
　
露

　
　
　
撫

　
　
　
撫

　
　
　
り
リ
セ鞭

　
米
の
生
産
調
整
を
〃
昨
日
ま

で
「
一
粒
の
マ
ン
マ
も
大
事
に

こ
ぽ
す
な
」
と
守
り
つ
づ
け
て

き
た
人
々
は
素
朴
に
、
割
り
切

れ
な
い
感
情
の
ま
ま
を
訴
え
て

い
る
。

　
「
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
食
管

制
度
が
守
ら
れ
る
の
な
ら
」
と

諦
観
す
る
意
見
も
決
し
て
す
く

な
い
よ
う
だ
。

　
本
号
に
町
内
各
農
家
の
米
の

生
産
調
整
を
ど
う
考
え
る
か
を

特
集
し
ま
し
た
。

人
選
は
編
集
部
で
抽
出
に
よ
っ

て
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

食
管
制
度
を
守
る
た
め
に

止
む
を
得
ぬ

　
布
川
農
業
協
同
組
合

　
組
合
長
理
事
樋
口
　
長
一

現
在
の
食
管
法
の
中
で
一
割
減

反
規
制
を
強
要
す
る
政
府
の
考

え
方
は
非
常
に
疑
問
が
多
い
感

じ
が
す
る
。
如
何
に
自
主
的
な

減
反
減
収
を
と
い
っ
て
も
単
作

地
帯
の
農
業
に
は
早
急
に
収
入

を
得
ら
れ
る
転
作
は
な
い
の
で

あ
る
。
又
歴
史
的
に
引
継
れ
て

き
た
田
圃
と
血
と
汗
で
開
墾
し

た
耕
地
を
休
耕
す
る
と
い
う
農

家
の
心
境
は
筆
や
言
葉
で
表
現

出
来
得
ぬ
苦
痛
が
あ
る
と
思
う
。

米
が
余
っ
て
困
る
と
い
う
け
れ

ど
も
米
a
政
府
管
理
に
お
か
れ

て
い
る
の
に
こ
の
責
任
を
一
方

的
に
米
作
農
民
に
少
額
の
補
償

金
で
減
反
強
要
す
る
の
は
行
政

の
怠
慢
も
甚
し
い
と
思
い
ま
す
。

米
を
め
ぐ
る
情
勢
は
各
方
面
で

論
議
さ
れ
た
事
で
も
あ
り
米
の

過
剰
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
現

在
我
々
農
業
団
体
と
し
て
も
減

反
し
て
も
農
家
が
不
利
に
な
ら

な
い
様
条
件
付
で
運
動
を
進
め

て
参
り
ま
し
た
が
是
も
満
足
な

回
答
も
得
ら
れ
ず
農
家
個
々
の

減
反
面
積
配
分
目
標
が
示
さ
れ

ん
と
し
て
い
る
今
日
最
早
食
管

制
度
が
崩
れ
か
け
て
い
る
同
法

を
是
以
上
崩
壊
さ
せ
ぬ
防
衛
手

段
と
し
て
減
反
規
制
は
や
む
を

得
ず
協
力
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

思
う
。
今
後
食
管
法
の
運
営
に

つ
い
て
充
分
監
視
す
る
と
共
に

生
産
農
民
の
発
言
力
を
強
め
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

転
作
は
公
共
団
体
が

　
　
　
　
　
　
責
任
を
も
っ
て

　
下
エ
ビ
池
小
野
塚
武
雄

圏
　
つ
い
こ
の
間
ま
で
は
収
量
を

あ
げ
ろ
あ
げ
ろ
と
指
導
し
て
い

な
が
ら
…
…
私
共
農
民
と
し
て

は
こ
う
い
う
無
計
画
な
国
の
政

策
に
不
満
を
つ
よ
く
も
っ
て
い

ま
す
。

　
減
反
に
対
し
て
奨
励
金
を
出

す
と
い
う
よ
う
な
そ
の
場
当
り

の
や
り
方
は
、
や
は
り
無
計
画

さ
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
米
が
次
第
に
い
ら
な
く
な
っ

て
過
剰
に
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
は

わ
れ
わ
れ
に
も
わ
か
る
。
だ
が

ら
長
期
の
展
望
に
た
っ
た
対
策

を
構
じ
て
も
ら
い
た
い
の
だ
。

　
か
り
に
転
換
作
目
に
し
て
も

公
共
団
体
が
責
任
を
も
っ
て
推

進
の
中
心
と
な
っ
て
も
ら
い
た

い
。
価
格
に
も
補
償
制
度
が
あ

る
よ
う
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

農
家
個
々
に
す
ぎ
な
や
り
方
で

ゆ
き
な
さ
い
と
い
う
の
で
は
困

っ
て
し
ま
う
。

　
町
ぐ
る
み
で
転
作
に
よ
る
減

収
補
て
ん
対
策
を
こ
の
際
打
ち

て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

越
多
の
害
虫
を
退

治
し
ま
し
よ
う

こ
れ
か
ら
春
先
の
暖
か
い
日
に

冬
越
し
し
た
蚊
や
ハ
ヱ
を
見
か

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
春
先

の
一
匹
は
夏
の
何
万
匹
に
も
な

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
見
つ
け

次
第
に
退
治
を
い
た
し
ま
し
よ

う
o

　
県
下
の
教
員
異
動
は
去
る
三

月
二
十
三
日
第
一
次
の
発
表
が

お
こ
な
わ
れ
た
が
、
、
松
之
山
町

内
の
小
・
中
・
高
校
の
異
動
は

三
月
三
十
日
、
町
教
育
委
員
会

か
ら
発
表
さ
れ
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
異
動
者
は
、

小
学
校
十
六
名
、
中
学
校
十
四

名
、
高
校
分
校
四
名
、
計
三
十

四
名
（
以
上
転
出
者
）
と
な
っ

て
い
る
。

　
し
か
し
中
学
校
で
は
松
之
山

に
赴
任
し
て
く
れ
る
美
術
の
先

生
一
名
、
音
楽
の
先
生
二
名
が

ま
だ
あ
て
が
な
く
、
関
係
者
は

頭
を
痛
め
て
お
り
、
最
終
的
に
・

は
四
月
十
日
頃
に
な
ら
な
い
と

新
し
い
先
生
の
顔
が
揃
わ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て

い
る
。短
期
訓
練
所

　
　
　
　
　
終
了
式

　
三
月
三
十
一
日
、
松
之
山
職

業
短
期
訓
練
所
第
七
回
目
の
終

了
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
こ
と
し
の
終
了
生
は
、
丸
山

耕
之
助
さ
ん
ほ
か
十
四
名
、

　
先
ぽ
そ
り
に
な
っ
て
ゆ
く
農

業
収
入
を
大
工
旦
雇
に
よ
っ
て

お
ぎ
な
お
う
と
い
う
一
家
の
お

と
う
さ
ん
ば
か
り
。

　
一
月
か
ら
三
ヵ
月
間
建
築
大

工
を
み
つ
ち
り
勉
強
し
た
。

μ
　
　
　
、
ン

μρρ
　
　
出
稼
先
で

μ慰
根
路
は

μ崇
つ
か
来
た
道

ρ
想
い
出
深
き

μ
葦
の
湖
畔
を
さ
ま
よ
い
て

㎜
　
周
囲
の
山
は
緑
に
も
え
て

　
小
鳥
も
元
気
に
唄
っ
て
る

ρρ
遊
覧
船
の
白
い
色

一
簿
獣

ρ

「
短
か
い
期
間
で
し
た
が
、
全

員
皆
勤
と
い
う
精
勤
ぶ
り
で
、

本
職
も
あ
お
ら
れ
が
ち
で
し
た
」

と
指
導
員
の
小
口
さ
ん
は
語
っ

て
い
た
。

　
　
（
写
真
は
訓
練
生
の
作
品
）

正
法
寺
に

　
　
室
町
時
代
の
像

　
昨
秋
、
新
潟
大
学
の
中
村
先

生
、
県
の
文
化
財
保
護
委
員
の

平
野
先
生
が
、
町
内
の
文
化
財

　
　
　
　
ρ
調
査
に
あ
た
っ
て
い
た
と
こ
ろ

　
　
　
　
糾

　
　
　
　
卿
藤
倉
正
法
寺
で
、
室
町
時
代
の

竹
内
清
司
ρ

　
　
　
　
ρ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
十
王
像
が

ρμ
発
見
さ
れ
た
．

一ρρ辮ρ鯉岬ρ岬岬

一
｝
脚

出
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
切

望
し
ま
す
。

は
げ
し
い
憤
り
、

長
期
営
農
計
画
を
示
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
し
い

　
　
中
原
　
小
見
　
征
雄

積
雪
単
作
地
帯
の
特
に
条
件
の

悪
い
山
間
地
農
家
で
の
今
回
の

規
制
は
私
ど
も
開
拓
者
の
み
な

ら
ず
致
命
的
な
打
撃
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
政
府
は
昨
年
迄
土

地
改
良
事
業
に
よ
る
開
田
事
業
・

を
大
々
的
に
進
め
て
い
ま
し
た

が
今
年
は
百
八
十
度
転
じ
て
「

開
田
ま
か
り
な
ら
ん
一
割
減
反

を
一
方
的
に
強
行
す
る
」
と
言

う
事
で
す
。
国
の
経
済
の
基
本

で
あ
る
農
業
を
農
民
を
ど
う
思

っ
て
い
る
の
か
た
だ
憤
る
だ
け

で
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
開
拓
者

は
人
並
の
生
活
水
準
を
夢
に
見
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て
各
種
借
入
金
償
還
の
重
圧
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
め
小
麦
の
輸
入
を
へ
ら
す
こ

た
え
開
田
し
増
産
に
専
念
し
ま

し
た
。
私
ど
も
開
拓
農
家
は
生

き
る
た
め
に
こ
の
規
制
に
協
力

す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
、
し
か

し
い
つ
ま
で
も
反
対
す
る
訳
で

は
な
く
こ
れ
に
見
合
う
所
得
を

あ
げ
う
る
作
目
が
あ
れ
ば
進
ん

で
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
こ
の
山
間
地
農
業
は
コ

ス
ト
の
面
で
平
地
農
業
に
太
刀

打
で
き
る
も
の
で
な
い
と
い
っ

て
今
多
額
な
資
本
を
投
じ
て
の

耕
地
整
理
も
不
可
能
に
近
い
。

し
か
し
こ
の
ま
ま
で
は
衰
退
す

る
の
み
で
あ
ろ
う
。
近
い
将
来

に
は
何
か
適
作
を
考
え
る
必
要

に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
で
き
る
だ
け
早
く
郡
町
段

階
で
山
間
地
営
農
振
興
の
長
期

計
画
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

農
産
物
の
価
格
補
償
を

　
　
水
梨
　
和
久
井
定
一

米
作
一
割
減
反
強
制
に
反
対
し

ま
す
。
増
産
し
ろ
増
産
し
ろ
と

言
っ
た
の
は
誰
だ
っ
た
か
。

一
俵
で
も
多
く
供
出
す
れ
ば
、

生
活
が
ら
く
に
な
る
と
思
っ
て

俺
達
は
頑
張
っ
て
き
た
。
と
こ

ろ
が
こ
ん
ど
は
百
姓
を
や
め
な

さ
い
、
安
い
賃
金
労
働
者
に
な

っ
て
工
場
で
働
き
な
さ
い
と
政

府
自
民
党
は
い
う
。
佐
藤
町
長

長
も
こ
の
政
策
に
賛
成
し
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
百
姓
を
ば
か
に
す
る
に
も
ほ

ど
が
あ
る
」
米
が
余
っ
て
き
た

の
は
外
米
を
買
い
必
要
以
上
の

麦
を
輪
入
し
た
政
府
の
責
任
で

百
姓
の
責
任
で
は
な
い
。
安
保

条
約
を
廃
棄
し
て
米
の
輸
入
を

と
、
学
校
の
給
食
を
米
に
改
め

日
本
米
を
ほ
し
が
っ
て
い
る
沖

縄
や
外
国
へ
輸
出
対
策
を
立
て

る
こ
と
。
米
以
外
の
農
産
物
や

畜
産
等
に
も
価
格
補
償
し
、
米

作
だ
け
に
た
よ
ら
な
く
と
も
よ

い
農
政
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

松
之
山
の
よ
う
に
野
菜
や
果
物

に
転
作
が
不
可
能
な
と
こ
ろ
は

一
反
歩
二
万
円
前
後
の
補
償
金

で
は
ご
め
ん
で
す
。
実
際
の
損

失
額
を
出
す
べ
き
で
す
。
今
政

府
の
減
反
政
策
に
賛
成
す
る
こ

と
は
今
後
も
っ
と
大
き
い
減
反

買
上
制
度
を
や
ら
せ
る
第
一
歩

と
思
い
ま
す
。
松
之
山
の
農
業

を
守
る
た
め
に
み
ん
な
が
結
集

し
て
反
対
運
動
を
強
化
し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。

減
収
分
の
ほ
て
ん
も
考
え
よ

　
天
水
越
　
佐
藤
　
善
春

　
昨
年
来
の
生
産
者
米
価
据
置

き
、
県
百
万
ト
ン
増
産
運
動
が

一
転
し
て
、
米
の
生
産
制
限
と

い
う
か
っ
て
経
験
の
な
い
事
態

の
七
十
年
代
の
幕
あ
け
と
な
り

ま
し
た
。

　
町
農
業
委
員
会
で
は
減
反
規

制
が
問
題
に
な
る
や
い
ち
早
く

反
対
の
態
度
を
き
め
、
機
会
あ

る
ご
と
に
作
目
転
換
が
不
可
能

な
松
之
山
町
の
実
態
を
訴
え
つ

づ
け
て
ぎ
ま
し
た
。
国
県
に
お

い
て
も
こ
こ
ま
で
く
る
ま
で
に

米
の
消
費
拡
大
の
た
め
学
校
給

食
の
米
飯
、
外
米
の
輸
入
撤
廃

籾
で
の
貯
蔵
方
法
な
ど
農
民
の

立
場
に
立
っ
た
前
向
き
の
積
極

的
な
姿
勢
で
あ
っ
て
ほ
し
か
っ

　
こ
の
像
は
、
破
損
し
た
部
分

も
な
く
、
色
彩
も
立
派
で
、
両

先
生
の
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
上

越
地
域
唯
一
の
も
の
と
思
わ
れ

る
。
町
文
化
財
保
護
委
員
会
、

同
観
光
協
会
で
は
、
マ
リ
ヤ
観

音
と
同
様
、
今
後
の
保
存
対
策

を
検
討
し
て
い
る
。

　
（
写
真
は
十
王
像
の
中
か
ら
）

鹿渡線開通は

4月10日頃
零蹄宰宰蹄宰宰串＄＄

一除雪一

　
こ
と
し
は
三
月
に
入
っ
て
か

ら
降
雪
日
数
が
多
く
、
最
高
積

雪
は
昭
和
二
十
年
に
つ
ぐ
大
雪

と
な
っ
た
。

　
四
月
一
日
現
在
の
積
雪
は
昭

和
二
十
年
三
米
七
十
五
セ
ン
チ

こ
と
し
は
三
米
二
十
セ
ン
チ
で

一
あ
っ
た
・

　
こ
の
た
め
ブ
ル
の
除
雪
計
画

は
大
巾
に
お
く
れ
て
い
た
が
、

四
月
一
日
か
ら
い
よ
い
よ
本
格

的
な
取
り
緯
み
が
は
じ
ま
っ
て

い
る
。

一　
鹿
渡
線
は
四
月
七
日
頃
迄
に

開
通
す
べ
く
ブ
ル
ト
ー
ザ
六
台

が
配
車
さ
れ
、
お
そ
く
と
も
十

日
に
は
普
通
車
可
能
と
な
る
見

込
。
ま
た
町
道
浦
田
線
も
四
月

四
日
頃
に
は
開
通
す
る
見
込
。

こ
れ
に
引
き
続
き
他
の
町
道
除

雪
も
は
じ
め
ら
れ
る
。

た
と
思
い
ま
す
。

　
需
要
と
供
給
、
生
産
と
消
費

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
、
否
崩

さ
れ
た
今
日
、
誠
に
不
本
意
な

が
ら
減
反
要
請
を
一
応
受
け
入

れ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
と
思
い

ま
す
が
然
し
乍
ら
こ
れ
を
強
制

さ
れ
る
こ
と
な
く
ど
こ
ま
で
も

自
分
の
方
針
と
長
期
展
望
に
立

っ
て
判
断
し
対
処
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
転
換
作
目
の
減
収
分
を
補
て

ん
す
る
こ
と
も
併
せ
て
考
え
て

も
ら
い
た
い
。
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